
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

２０１６年１１月３０日（水）６・７校時 

本日のテーマ「インタビューの方法を学ぼう」 

１対 象 ２年１組生徒（男子１０名、女子３０名 計４０名） 

２単 元 家庭基礎 自分を見つめる、私たちの生活を支える労働と生活時間 

３内 容 

 インタビューの手法を学ぶことで、コミュニケーションの基本である「聞

く」力を身に付けさせる。その結果、今後の生活だけでなく面接やグループ

ディスカッションなどの入試の場面でも活用できると考える。また、冬休み

に「職業人インタビュー」の課題に取り組ませることで、本授業で得た力を

使いながら、自らの職業観を確立させる機会としたい。 

本授業は、産業能率大学との連携授業となる。 

４授業の目的 

（１）冬休みに行う職業人インタビューが円滑に進むよう練習する。 

（２）大学生へインタビューを行うことによって大学生活をイメージし、期待

や目標を持たせる。 

５日 程  

 【前半 グループワークと講義】 

 ・大学のイメージを付箋に書き出す（個人ワーク） 

 ・書き出したイメージ付箋を分類する。（グループワーク） 

 ・インタビューのポイントレクチャー（大学生による講義） 

 【後半インタビュー！学んだことを実践】 

 ・大学生へのインタビューを考える（グループワーク） 

 ・大学生にインタビュー 

 ・《大学ってどんなところ？大学生ってどんなイメージ？》 

６ 事後指導 

  冬休みに職業人インタビューの課題に取り組む。 
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【生徒の感想】 

・普段は話すことのない大学生と話す機会があったのと、大学について質問し

てそれに対する意見を聞けて良かった。またこういう授業をやってほしいと

思う。 

・行きたいのは専門学校だが、大学に興味が湧いてしまって困った。オープン

キャンパスに行ってみたい。 

・今まではインタビューは自由にしていいものだと思っていたが、オープン質

問、クローズド質問、インタビューする際の倫理上の注意点など初めて知れ

たことがあり、今後インタビューをする際にこの授業を参考にしたい。 

・大学は楽しいというイメージが強かったが、実際に課題も多く大学に入った

ことで目標が見つけられ、将来の職業について考えられる期間なのだと思っ

た。 
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